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■会　　期　平成19年2月10日（土）～3月21日（水・祝） 会期中無休
■開館時間　午前9時～午後5時（ただし入館は午後4時30分まで）

■入 館 料　一般250円（200円）、大学生200円（160円）、高校生以下無料

※（ ）内は20名以上の団体料金

俳謌一百一首之図屏風　梅田年風筆
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博
物
館
の
も
っ
と
も
重
要
な
責
務
と
し
て
石
川
の
地
域
遺
産
を
集
め
、
受
け
継
い
で
い

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
責
務
を
ひ
ろ
く
社
会
に
伝
え
る
た
め
当
館
で
は
毎
年
冬
に

「
新
収
蔵
品
展
」
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
回
の
展
覧
会
で
は
、
博
物
館
の
責
務
を
今
ま
で
以
上
に
深
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
名
称
を
新
た
に
し
て
〈
な
ぜ
こ
の
資
料
を
あ
え
て
集
め
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
〉、

そ
の
収
集
意
義
を
ご
説
明
し
な
が
ら
寄
贈
・
購
入
資
料
を
一
堂
に
紹
介
す
る
ほ
か
、
平
成

18
年
に
研
究
用
に
お
借
り
し
た
資
料
も
あ
わ
せ
て
公
開
し
ま
す
。
展
示
品
の
目
玉
は
能
登

の
時
国
家
と
双
璧
を
な
す
と
い
え
る
旧
・
白
峰
村
山
岸
家
の
近
世
史
料
（
借
用
品
）
で
す
。

ま
た
、
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
、
資
料
管
理
の
実
態
を
詳
し
く
見
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

会
期
中
、
当
館
の
心
臓
部
と
い
え
る
収
蔵
庫
の
探
検
ツ
ア
ー
な
ど
、
以
下
の
よ
う
な
各
種

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
入
館
料
必
要
）
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

■
収
蔵
庫
探
検
ツ
ア
ー
　
「
博
物
館
の
心
臓
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う
」

会
期
中
毎
週
日
曜
日
　
　
午
後
２
時
〜
　
見
学
時
間
約
30
分
　
当
日
受
付

博
物
館
収
蔵
庫
を
学
芸
員
が
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
し
ま
す
。

■
カ
タ
ロ
グ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
　
「
学
芸
員
が
選
ぶ
　
全
国
博
物
館
カ
タ
ロ
グ
」

会
期
中
　
　
第
二
棟
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
　

当
館
学
芸
員
が
感
動
し
た
全
国
の
博
物
館
展
示
カ
タ
ロ
グ
を
紹
介
し
ま
す
。
手
に
と
っ
て

読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
ぜ「
れ
き
は
く
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
０
６
」な
の
か

平成18年度受け入れ資料一覧（平成19年1月末現在）

資料名 点数 寄贈者

歴史資料

軍事郵便絵葉書 10 金沢市　吉田トミ子

戦時関係絵葉書 5 上同

名所絵葉書 31 上同

梵鐘調査資料 515 白山市　湊真佐夫

『金澤』 1 愛知県　三浦英治

白山登山記念写真帳 1 金沢市　後藤　隆

出征幟旗 1 金沢市　田中　浩

鏑木家文書 17 神奈川県　鏑木紘一郎

賛美歌抄 1 金沢市　竹松てる

篠原一慶関係文書 41 金沢市　篠原一宏

出征幟旗 2 金沢市　北村　登

郵便葉書　　 2 上同

産婆関係書類 6 金沢市　小杉利男

トラウデ 1 上同

新生児用秤 1 上同

宮崎豊次宛内貴甚三郎書簡 1 埼玉県　宮崎よし

宮崎豊次書 1 上同

部隊誌「聖戦」 1 金沢市　法村龍夫

東廓登楼客名簿 1 上同

博覧会記念金沢市街図 1 上同

軍人肖像（複製刷物） 2 上同

歴代宰相肖像写真集 18 上同

皇室関係印刷物 5 上同

祭礼図版（複製刷物） 5 上同

写真コレクション 62 徳島県　中内正子

金銭取扱通 1 上同

教育勅語ほか手控え 1 上同

郵便葉書　　 1 上同

資料名 点数 寄贈者

北越戦争軍服 1 金沢市　御園直太郎

太平洋戦争軍靴 1 上同

石川県方面委員提灯 1 上同

防空灯火電球 1 上同

産業と観光の大博覧会絵葉書 1 上同

軍人援護相談所ビラ 2 上同

民俗資料

輪島塗朱漆膳椀揃 5 輪島市　入山良進

マンガ 1 輪島市　中本貞一

オアシ 2 能登町　田形　清

オアシ 2 穴水町　谷内定之K

オアシ 2 珠洲市　森下久太郎

マグワ 1 輪島市　海守幸一

脱穀用キネ 1 上同

サイコヅチ 1 上同

ワラジ編み 1 上同

ツルの藁飾り 1 白山市　谷野嘉次

生業関係資料 63 金沢市　竹内　治

ビデオレコーダー 8 金沢市　岡　昌弘

コリントゲーム 1 金沢市　御園直太郎

ホンカゴ他 9 上同

衣類他 231 金沢市　森田憲治

美術資料

色絵花鳥図軸盆 1 購入

金彩色絵兼六公園図湯呑 1 購入

俳諧一百一首之図屏風 1 購入

天保九如図幅 1 購入

計 1075
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昨
年
9
月
1
日
か
ら
同
30
日
ま
で
の
一
ヶ
月
間
、
韓
国
国

立
全
州
博
物
館
へ
研
修
に
行
き
ま
し
た
。
同
館
と
の
姉
妹
館

交
流
の
一
環
で
あ
り
、
交
流
15
周
年
を
記
念
し
た
特
別
展

「
韓
国
文
化
へ
の
誘
い
」
の
資
料
輸
送
を
兼
ね
た
出
張
で
し

た
。
全
州
は
全
羅
北
道
の
道
庁
所
在
地
で
あ
り
、
食
の
都
と

し
て
有
名
で
す
。
私
に
と
っ
て
初
め
て
の
韓
国
で
し
た
が
、

各
地
を
見
学
し
、
出
品
す
る
資
料
の
検
査
と
梱
包
に
追
わ
れ

て
い
る
間
に
、
一
ヶ
月
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
特
別
展

で
は
博
物
館
資
料
の
他
に
、
韓
国
の
伝
統
工
芸
品
が
出
品
さ

れ
ま
し
た
が
、
今
回
は
私
が
出
会
っ
た
「
韓
国
の
人
間
国
宝
」

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

全
羅
北
道
は
、
石
川
県
と

同
様
伝
統
工
芸
が
盛
ん
な
土

地
で
あ
り
、「
無
形
文
化
財
保

有
者
」
が
、
国
指
定
・
道
指

定
を
含
め
て
68
名
い
ま
す
。

全
州
国
立
博
物
館
学
芸
研
究

士
・
姜
京
男
さ
ん
の
案
内
で
、
そ
の
中
お
一
人
の
工
房
を
訪

ね
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

全
羅
北
道
扶
安
プ
ア
ン

郡
は
、
全
州
か
ら
車
で
約
1
時
間
南
に
あ

り
ま
す
。
山
林
が
豊
富
で
、
海
に
面
し
た
扶
安
は
風
光
明
媚

な
土
地
で
あ
り
、
ま
る
で
奥
能
登
の
よ
う
な
の
ど
か
な
印
象

で
す
。
そ
の
扶
安
郡
の
南
端
に
位
置
す
る
柳
川
里
は
、
11
世

紀
か
ら
14
世
紀
に
か
け
て
は
高
麗
青
磁
の
一
大
産
地
で
あ

り
、
名
品
が
現
代
に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
窯
を
営
む

の
が
陶
匠
・
李
殷
奎

イ
ウ
ン
ギ
ュ

さ
ん
で
す
。

田
畑
に
囲
ま
れ
た
工
房
に
は
大
き
な
土
製
の
の
ぼ
り
窯
が

あ
り
、
薪
が
積
ま
れ
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
大
多
数
の
陶
工

が
、
温
度
調
節
が
容
易
で
失
敗
作
が
出
来
に
く
い
ガ
ス
窯
を

使
用
し
て
い
る
中
、
李
さ
ん
は
土
製
の
窯
と
薪
で
制
作
を
し

て
い
る
そ
う
で
す
。
傍
に
は
作
業
場
と
展
示
場
を
兼
ね
た
建

物
が
あ
り
、
青
磁
を
制
作
す
る
現
場
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

優
れ
た
象
嵌
青
磁
（
土
台
の
表
面
を
削
り
、
白
土
な
ど
を

入
れ
て
焼
成
し
模
様
に
す
る
）
を
作
る
李
さ
ん
で
す
が
、
自

然
釉
薬
を
使
っ
て
出
し
て
い
る
色
に
特
徴
が
あ
る
そ
う
で

す
。「
ほ
ら
、
同
じ
色
で
し
ょ
う
」
と
見
せ
て
く
れ
た
の
は
、

13
世
紀
頃
の
高
麗
青
磁
の
破
片
と
、
自
分
の
作
品
の
色
合
い

で
し
た
。
中
国
で
「
翡
色
」
と
呼
ば
れ
た
高
麗
青
磁
独
特
の

色
を
出
す
こ
と
は
非
常
に
難
し
く
、
化
学
釉
薬
や
ガ
ス
窯
で

は
ま
ず
不
可
能
で
、
こ
の
色
を
作
れ
る
の
は
現
在
で
は
李
さ

ん
た
だ
一
人
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

そ
の
後
、
工
房
近
く
に
あ
る
高
麗
時
代
の
窯
址
に
案
内
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
た
め
窯
址

自
体
は
建
物
で
覆
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
周
囲
に
は
ま
だ
青

磁
の
破
片
や
焼
成
す
る
際
の
台
な
ど
が
落
ち
て
お
り
、
一
大

生
産
地
だ
っ
た
当
時
の
名
残
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

周
り
を
見
渡
せ
ば
青
々
と
し
た
山
が
連
な
っ
て
お
り
、
扶
安

の
豊
か
な
自
然
に
支
え
ら
れ
て
優
れ
た
青
磁
は
生
ま
れ
た
、

自
分
が
こ
こ
で
制
作
を
続
け
る
の
は
、
こ
の
自
然
が
あ
る
か

ら
だ
、
と
い
う
李
さ
ん
の
言
葉
が
、
深
く
印
象
に
残
り
ま
し

た
。突

然
の
訪
問
に
も
関
わ
ら
ず
、
暖
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
っ

た
李
さ
ん
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の

出
張
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の

方
の
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

交
流
事
業
、
と
言
う
と
堅
苦

し
い
で
す
が
、
一
つ
一
つ
の

出
会
い
の
積
み
重
ね
が
大
切

な
の
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

（
学
芸
員
　
大
井
理
恵
）

韓
国
の
「
人
間
国
宝
」
を
訪
ね
て

〜
全
州
研
修
回
想
録
〜
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平
成
十
八
年
度
の
展
覧
会
を
振
り
返
っ
て

平
成
十
八
年
度
開
催
の
展
覧
会
は
、特
別
展
三
回
の
ほ
か
、

企
画
展
や
ミ
ニ
企
画
展
な
ど
八
回
を
数
え
ま
し
た
。そ
の
内
、

今
年
度
は
開
館
二
十
周
年
の
節
目
に
あ
た
り
、
三
回
の
特
別

展
に
は
「
開
館
二
十
周
年
記
念
」
の
冠
称
を
付
け
ま
し
た
。

ま
た
貸
館
制
度
導
入
に
よ
る
展
覧
会
も
一
回
の
開
催
を
み
ま

し
た
。

の
ど
か
な
春
う
ら
ら
の
季
節
に
春
季
特
別
展
　
開
館
二
十

周
年
記
念
「
加
賀
百
万
石
へ
の
道
　
ー
戦
国
か
ら
太
平
へ
ー
」

（
四
月
二
十
二
日
〜
五
月
二
十
八
日
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

加
賀
具
足
や
加
州
刀
と
呼
ば
れ
る
甲
冑
や
刀
剣
類
、
そ
れ

に
加
賀
拵
な
ど
、
工
芸
王
国
石
川
の
礎
と
な
っ
た
武
装
の
美

と
技
を
紹
介
し
、
併
せ
て
現
代
の
人
間
国
宝
を
中
心
と
し
た

作
家
の
作
品
も
加
え
、
八
十
四
件
を
、
特
別
第
一
・
二
展
示

室
を
使
用
し
公
開
し
ま
し
た
。

今
回
、
初
公
開
の
加
賀
藩
四
代
藩
主
前
田
光
高
や
五
代
藩

主
前
田
綱
紀
が
元
服
の
と
き
着
用
し
た
具
足
、
水
戸
藩
主
徳

川
頼
房
が
孫
の
綱
紀
に
贈
っ
た
鎧
飾
り
な
ど
、
話
題
を
呼
び

ま
し
た
。

会
期
中
、
列
品
解
説
二
回
、
テ
ー
マ
に
因
む
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

一
回
を
実
施
し
ま
し
た
。

家
族
連
れ
で
賑
わ
う
時
期
に
夏
季
特
別
展
　
開
館
二
十
周

年
記
念
「
伊
勢
神
宮
の
神
宝
」（
七
月
二
十
九
日
〜
九
月
十

八
日
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

伊
勢
神
宮
で
は
、
二
十
年
ご
と
に
式
年
遷
宮
が
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。そ
の
遷
宮
の
度
に
同
じ
形
の
社
殿
が
新
築
さ
れ
、

ま
た
神
に
供
さ
れ
る
御
装
束
神
宝
が
、
当
代
一
流
の
職
人
た

ち
の
手
に
よ
り
、
古
式
の
ま
ま
新
し
く
調
進
さ
れ
ま
す
。

本
展
は
、
平
成
二
十
五
年
、
伊
勢
神
宮
の
第
六
十
二
回
式

年
遷
宮
に
向
け
て
企
画
さ
れ
た
展
覧
会
で
、
役
目
を
終
え
撤

下
さ
れ
た
御
装
束
神
宝
な
ど
、
八
十
三
件
を
、
特
別
第
一
・

二
展
示
室
、
第
四
展
示
室
を
使
用
し
公
開
し
ま
し
た
。

北
陸
地
方
で
は
初
公
開
の
展
覧
会
で
あ
り
、
多
く
の
人
た

ち
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
朱
鷺
の
羽
根
を
柄
に
装
飾
し
た

豪
華
な
「
須
賀
利
御
太
刀
」
な
ど
、
圧
巻
で
し
た
。

会
期
中
、
記
念
講
演
会
二
回
、
列
品
解
説
二
回
を
実
施
し

ま
し
た
。

「
芸
術
の
秋
」「
文
化
の
秋
」
と
い
わ
れ
る
季
節
に
秋
季

特
別
展
　
開
館
二
十
周
年
・
韓
国
国
立
全
州
博
物
館
姉
妹
館

提
携
十
五
周
年
記
念
「
韓
国
文
化
へ
の
誘
い
　
―
全
羅
北
道

の
歴
史
と
文
化
―
」（
十
月
十
四
日
〜
十
一
月
二
十
六
日
）

を
開
催
し
ま
し
た
。

全
羅
北
道
地
域
の
旧
石
器
時
代
か
ら
、
現
代
の
伝
統
工
芸

品
ま
で
、
二
百
三
十
六
点
を
、
特
別
第
一
・
二
展
示
室
、
第

四
展
示
室
を
使
用
し
公
開
し
ま
し
た
。

統
一
新
羅
時
代
の
益
山
王
宮
里
五
層
石
塔
出
土
の
国
宝

「
金
銅
舎
利
盒
・
舎
利
瓶
」
は
、
魅
力
的
で
し
た
。

会
期
中
、
記
念
講
演
会
一
回
、
列
品
解
説
二
回
、
テ
ー
マ

に
因
む
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
一
回
を
実
施
し
ま
し
た
。

春
と
夏
の
特
別
展
の
間
の
時
期
に
企
画
展
「
モ
ダ
ン
の
調

べ
　
―
鞍
信
一
蓄
音
機
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―
」（
六
月
十
日
〜

七
月
九
日
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

明
治
や
大
正
・
昭
和
、
各
時
代
に
使
わ
れ
た
各
種
の
蓄
音

機
や
オ
ル
ゴ
ー
ル
、
紙
腔
琴
な
ど
、
四
十
台
を
、
特
別
第
一

展
示
室
を
使
用
し
公
開
し
ま
し
た
。

会
期
中
、
毎
日
午
前
十
時
と
午
後
三
時
に
S
P
レ
コ
ー
ド

の
試
聴
会
を
行
い
ま
し
た
。

秋
の
特
別
展
が
終
わ
り
、
年
末
に
か
け
て
ミ
ニ
企
画
展

「
昭
和
物
語
　
―
モ
ノ
で
た
ど
る
戦
後
―
」（
十
一
月
二
十
九

日
〜
十
二
月
二
十
六
日
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
の
敗
戦
か
ら
高
度
成
長
を
経
て
、
昭
和
天
皇

崩
御
ま
で
の
四
十
余
年
の
歩
み
を
、
本
や
お
も
ち
ゃ
、
家
電

製
品
な
ど
、
時
代
を
象
徴
す
る
資
料
で
た
ど
り
、
約
二
百
七

十
件
を
、
第
四
展
示
室
を
使
用
し
公
開
し
ま
し
た
。

「
書
物
の
修
復
　
―
本
を
な
お
す
、
本
を
の
こ
す
―
」

（
十
二
月
十
六
日
〜
二
十
四
日
）
は
、
貸
館
制
度
導
入
に
よ

り
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
で
、
特
別
第
一
展
示
室
を
使
用
し
公

開
し
ま
し
た
。

新
年
を
迎
え
、
そ
の
第
一
弾
と
し
て
企
画
展
「
新
春
を
祝

う
　
―
明
け
て
び
っ
く
り
正
月
展
―
」（
一
月
四
日
〜
二
月

四
日
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

正
月
の
縁
起
物
の
数
々
と
、
正
月
習
俗
、
正
月
飾
り
の
再

現
な
ど
、
特
別
第
一
展
示
室
を
使
用
し
公
開
し
ま
し
た
。

会
期
中
、「
天
神
堂
を
組
み
立
て
よ
う
」「
ベ
ン
ダ
イ
を
作

ろ
う
」「
羽
子
板
で
遊
ぼ
う
」「
む
か
し
の
書
初
め
を
し
て
み

よ
う
」「
な
つ
か
し
の
福
茶
を
飲
も
う
（
一
月
四
日
〜
七
日
」

な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
好
評
で
し
た
。

企
画
展
「
れ
き
は
く
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
０
６
　
―
未
来

に
伝
え
る
石
川
の
遺
産
―
」（
二
月
十
日
〜
三
月
二
十
一
日
）

は
、従
来
の
新
収
蔵
品
展
の
タ
イ
ト
ル
を
見
直
し
た
も
の
で
、

寄
贈
や
購
入
な
ど
に
よ
り
、
本
館
が
系
統
的
に
収
集
し
て
き

た
資
料
、
お
よ
び
借
用
の
資
料
を
、
特
別
第
一
・
二
展
示
室

を
使
用
し
公
開
の
予
定
で
す
。
（
副
館
長
　
北
　
春
千
代
）
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平
成
18
年
11
月
18
日
（
土
）
〜
22
日
（
水
）
の
4
泊
5
日

で
、
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
開
館
20
周
年
・
韓
国
国
立
全
州

博
物
館
姉
妹
館
提
携
15
周
年
記
念
の
特
別
企
画
と
し
て
、

「
韓
国
の
歴
史
文
化
と
食
へ
の
誘
い
5
日
間
」
と
銘
打
っ
た

研
修
ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
総
勢
24
名
、20
歳
代
か
ら
80
歳
代
ま
で
ご
夫
婦
、

親
子
、
友
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
参
加
者
が
集
い
、
楽
し
く
て

有
意
義
な
5
日
間
で
し
た
。
参
加
者
の
動
機
を
聞
く
と
、

「
韓
国
に
は
何
回
か
行
っ
た
が
、
歴
史
博
物
館
が
主
催
す
る

ツ
ア
ー
だ
か
ら
き
っ
と
面
白
い
」、「
通
常
の
ツ
ア
ー
で
は
見

る
こ
と
の
出
来
な
い
場
所
が
魅
力
」、「
美
味
し
い
も
の
が
た

く
さ
ん
食
べ
ら
れ
そ
う
」
と
い
っ
た
こ
と
が
参
加
の
き
っ
か

け
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
今
回
の
ツ
ア
ー
は
、
第
一
に
韓
国

百
済
の
歴
史
を
日
韓
双
方
の
学
芸
員
に
よ
る
解
説
を
聞
き
な

が
ら
研
修
で
き
る
、
第
二
に
韓
国
食
文
化
の
故
郷
と
呼
ば
れ

る
全
州
市
を
訪
ね
「
全
州
ビ
ピ
ン
パ
」
に
代
表
さ
れ
る
多
彩

な
食
文
化
を
体
験
す
る
こ
と
、
第
三
に
（
株
）
テ
レ
ビ
金
沢

と
全
州
放
送
局
と
の
姉
妹
提
携
を
核
に
市
民
の
相
互
訪
問
に

よ
る
日
韓
友
好
親
善
を
図
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

22
日
午
後
小
松
空
港
特
別
待
合
室
に
全
員
が
集
合
し
、
結

団
式
が
行
わ
れ
歴
史
博
物
館
の
挨
拶
の
あ
と
今
回
の
企
画
に

共
同
参
画
し
た
テ
レ
ビ
金
沢
の
寺
田
事
業
部
長
か
ら
今
回
の

企
画
の
意
義
、
ま
た
北
國
観
光
（
株
）
添
乗
員
か
ら
行
程
の

説
明
を
受
け
、
定
刻
15
時
55
分
大
韓
航
空
7
7
6
便
で
出
発

し
ま
し
た
。
17
時
45
分
仁
川
国
際
空
港
着
、
そ
の
夜
は
ソ
ウ

ル
市
内
の
焼
肉
店
で
極
上
カ
ル
ビ
を
堪
能
し
て
ホ
テ
ル
へ
。

19
日
（
日
）
8
時
に
バ
ス
に
乗
り
込
み
一
路
百
済
の
2
番
目

の
都
が
置
か
れ
た
公
州
博
物
館
へ
向
か
い
ま
し
た
。
公
州
博

物
館
で
全
州
博
物
館
の
崔
興
鮮
学
芸
員
の
出
迎
え
を
受
け
、

崔
先
生
の
説
明
で
、
百
済
第
24
代
武
寧
王
陵
出
土
遺
物
を
見

学
し
ま
し
た
。
昼
に
は
百
済
3
番
目
の
都
が
置
か
れ
た
扶
餘

へ
。日
本
の
古
代
寺
院
と
も
関
係
す
る
定
林
寺
跡
と
資
料
館
、

さ
ら
に
百
済
金
銅
大
香
炉
が
見
ら
れ
る
国
立
扶
餘
博
物
館
を

見
学
し
、
4
時
ご
ろ
に
全
州
博
物
館
へ
到
着
。
日
曜
日
の
休

日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
州
博
物
館
の
職
員
の
暖
か
い
歓
迎

を
受
け
、
崔
先
生
や
李
京
珠
先
生
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
館

内
見
学
、
夜
は
全
州
博
物
館
主
催
の
歓
迎
夕
食
会
が
、
韓
国

の
伝
統
的
な
民
家
を
改
造
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
で
開
か
れ
、
全

州
な
ら
で
は
の
豪
華
な
韓
式
定
食
を
ご
馳
走
に
な
り
、
全
州

博
物
館
の
先
生
方
と
楽
し
い
懇
談
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
20

日
（
月
）
は
ナ
ム
ル
ク
ッ
パ
と
い
う
全
州
独
特
の
朝
食
を
と

り
、
韓
国
弥
勒
信
仰
の
中
心
地
「
金
山
寺
」
を
見
学
、
全
山

紅
葉
の
中
、
崔
先
生
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
、
韓
国
仏
教
の

歴
史
を
勉
強
し
ま
し
た
。
次
い
で
百
済
を
代
表
す
る
弥
勒
寺

跡
と
資
料
館
を
見
学
し
、
現
在
修
復
中
の
韓
国
最
大
の
石
塔

の
現
場
も
特
別
に
見
学
で
き
、
参
加
者
も
「
さ
す
が
博
物
館

の
企
画
だ
け
あ
っ
て
、
特
別
拝
観
も
出
来
て
よ
か
っ
た
」
と

の
感
想
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
全
州
市
内
に
戻

っ
て
、
伝
統
的
建
物
群
が
残
る
韓
屋
村
地
区
、
朝
鮮
李
王
朝

初
代
李
成
桂
の
ご
真
影
を
祀
る
慶
基
殿
、
全
州
城
の
南
門
に

あ
た
る
豊
南
門
な
ど
を
見
学
、
夕
食
は
全
州
名
物
「
ビ
ピ
ン

パ
」
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
古
都
全
州
の
夜
を
楽
し
く
過

ご
し
ま
し
た
。ま
た
全
州
放
送
の
金
宅
坤
社
長
と
も
会
談
し
、

来
年
に
は
全
州
か
ら
金
沢
へ
代
表
団
を
送
り
交
流
を
深
め
る

こ
と
で
合
意
す
る
こ
と
も
出
来
ま
し
た
。
21
日
（
火
）
は
ソ

ウ
ル
へ
引
き
返
し
、
午
後
か
ら
た
っ
ぷ
り
と
新
装
成
っ
た
国

立
中
央
博
物
館
の
見
学
で
す
。
こ
こ
で
も
、
石
川
県
博
で
研

修
し
た
金
在
弘
・
李
在
烈
・
金
圭
東
・
鄭
聖
喜
先
生
な
ど
が

出
迎
え
、
先
生
た
ち
の
説
明
の
後
各
自
自
由
に
館
内
を
見
学

し
、
韓
国
の
歴
史
と
文
化
の
真
髄
を
堪
能
し
ま
し
た
。
22
日

（
水
）
は
土
産
物
店
に
よ
り
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
午
後
1
時
仁

川
空
港
か
ら
小
松
へ
、
午
後
2
時
30
分
無
事
到
着
し
解
散
と

な
り
ま
し
た
。

参
加
者
の
感
想
を
聞
く
と
「
専
門
家
の
解
説
が
あ
っ
て
分

か
り
や
す
か
っ
た
。」、「
韓
国
と
日
本
の
歴
史
が
不
可
分
の

関
係
に
あ
る
こ
と
が
よ
く
分
か
り
、
韓
国
に
親
し
み
を
感
じ

る
よ
う
に
な
っ
た
。」、「
今
度
は
別
の
ル
ー
ト
で
是
非
韓
国

の
歴
史
と
文
化
を
体
験
し
た
い
。」
な
ど
大
変
好
評
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
歴
史
博
物
館
と
し
て
も
、
今
後
と
も
全
州
博

物
館
と
の
交
流
を
通
し
て
、
こ
う
し
た
市
民
レ
ベ
ル
の
交
流

に
尽
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
主
に
朝
鮮
半
島

西
側
、
百
済
文
化
を
訪
ね
る
旅
で
し
た
が
、
韓
国
に
は
ま
だ

ま
だ
多
く
の
歴
史
遺
産
や
伝
統
文
化
を
色
濃
く
残
し
て
い
る

地
域
が
あ
り
ま
す
。
次
回
の
企
画
に
向
け
て
新
た
な
計
画
を

練
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
期
待
願
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
企
画
の
口
火
を
切
っ
て

い
た
だ
き
、
同
行
記
者
ま
で
も
派
遣
し
て
強
力
な
後
押
し
を

れ
き
は
く
メ
イ
ト

韓
国
ツ
ア
ー
添
乗
報
告
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編
集
後
記

今
年
は
昨
年
と
一
転
、雪
な
し
正
月
で
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

暮
れ
か
ら
正
月
三
が
日
は
、
ま
る
で
太
平
洋
側
の
冬
を
思
わ
せ

る
ほ
ど
の
好
天
と
な
り
、
稀
に
み
る
年
末
年
始
で
し
た
。

今
年
度
は
開
館
二
十
周
年
記
念
、
韓
国
国
立
全
州
博
物
館
姉

妹
館
提
携
十
五
周
年
記
念
と
、
周
年
事
業
で
多
く
の
方
々
に
ご

来
館
い
た
だ
き
ま
し
た
。
来
年
度
も
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
展
覧
会
や
各
種
行
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
ご
来

館
く
だ
さ
い
。

休
館
日
の

お
知
ら
せ

二
月
八
日
（
木
）
・
九
日
（
金
）
・
三
月
二
十
二
日
（
木
）
・
二
十
三
日
（
金
）
は
展
示
替
の

た
め
休
館
日
と
な
り
ま
す
。
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次
回
、
特
別
展
の
お
知
ら
せ

れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
　
予
定

常
設
ス
ポ
ッ
ト
解
説

い
た
だ
い
た
テ
レ
ビ
金
沢
、
並
び
に
旅
行
中
の
数
々
の
手
配

を
し
て
い
た
だ
い
た
北
國
観
光
、
そ
し
て
現
地
で
の
説
明
に

全
面
的
な
協
力
を
い
た
だ
い
た
全
州
博
物
館
閔
丙
勲
室
長
な

ど
関
係
者
一
同
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
普
及
課
長
　
高
橋
　
裕
）

毎
月
第
三
土
曜
日
に
開
催

学
芸
員
が
、
日
ご
ろ
研
究
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
を

お
話
し
ま
す
。

時
　
間
　
い
ず
れ
も
午
後
二
時
か
ら
三
時
三
十
分
ま
で

会
　
場
　
当
館
学
習
ホ
ー
ル

受
講
料
　
無
料
　
ど
な
た
で
も
聴
講
で
き
ま
す
。

二
月
十
七
日
（
土
）
講
師
　
大
井
理
恵

テ
ー
マ
「
文
化
財
保
存
の
今
昔
」

三
月
十
七
日
（
土
）
講
師
　
戸
澗
幹
夫

テ
ー
マ
「
甦
る
七
尾
城
下
町
」

毎
月
第
一
月
曜
日
に
開
催

学
芸
員
に
よ
る
常
設
展
示
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
解
説
で
す
。

時
　
間
　
午
後
二
時
か
ら
二
時
三
十
分
ま
で

会
　
場
　
当
館
常
設
展
示
室

※
ス
ポ
ッ
ト
解
説
の
み
場
合
は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、

他
の
展
示
室
を
ご
覧
の
方
は
入
館
料
が
必
要
で
す
。

二
月
五
日
（
月
）
講
師
　
大
門
　
哲

テ
ー
マ
「
石
川
の
和
船
」

三
月
五
日
（
月
）
講
師
　
本
谷
文
雄

テ
ー
マ
「
占
領
下
の
日
本
と
キ
ュ
ー
ピ
ー
人
形
」

「
昭
和
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
―
モ
ノ
で
た
ど
る
戦
後
―
」

平
成
十
九
年
四
月
二
十
一
日
（
土
）
〜
五
月
二
十
七
日
（
日
）

敗
戦
か
ら
立
ち
直
り
、
高
度
成
長
を
経
て
奇
跡
的
な
復
興
を

遂
げ
、
安
定
成
長
を
経
て
、
昭
和
天
皇
が
崩
御
す
る
ま
で
の
約

40
余
年
を
、
時
代
を
象
徴
す
る
モ
ノ
で
振
り
返
り
ま
す
。
こ
の

展
覧
会
を
通
し
て
、昭
和
に
タ
イ
ム
・
ス
リ
ッ
プ
し
て
く
だ
さ
い
。

韓国国立全州博物館にて


